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統合開発環境High-performance 
Embedded Workshopご使用上のお願い

--ツールチェインバージョン変更後の
カスタムビルドフェーズ用ビルドオプションについて--

High-performance Embedded Workshopの使用上の注意事項を連絡します。

ツールチェインバージョン変更後のカスタムビルドフェーズ用ビルドオプション に関する注意事項

High-performance Embedded Workshopは、コンパイラやエミュレータデバッガなどの ソフトウェア
製品にバンドルされています。 

1. 該当製品
   High-performance Embedded Workshop V.4.04.01までの全バージョン

2. 内容
   ワークスペースのツールチェインのバージョンを変更する(注1)と、カスタム
   ビルドフェーズ用ビルドオプションダイアログボックス(注2)のツリービューに
   表示される全ての入力ファイルのオプション設定が、同じツリービューにある
   「Default Options」に対して設定した内容に変更される場合があります。

   注1: ツールチェインのバージョンを変更する方法
        High-performance Embedded Workshopを起動するときに変更するか、
        または、メニュー「ツール」から「ツールチェインバージョンの変更」を
        クリックして変更します。このコマンドは、プロジェクトを作成した
        ときのツールチェインからアップデート可能なツールチェインが
        High-performance Embedded Workshopに登録されている場合に有効です。
   注2: カスタムビルドフェーズ用ビルドオプションダイアログボックスは、
        メニュー「ビルド」から「＜カスタムビルドフェーズ名＞」をクリック
        すると開きます。

3. 対応策



   入力ファイル毎にオプションを設定しているカスタムビルドフェーズを含む
   ワークスペースのツールチェインバージョンを変更した場合は、
   カスタムビルドフェーズ用のビルドオプションを再設定してください。

4. 恒久対策
   次期バージョンで改修する予定です。
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